
【介護給付適正化】取組と目標に対する自己評価シート 

 

年度 令和７年度 

 

前期（中間見直し） 

実施内容 

 

自己評価結果 

 

課題と対応策 

 

 

後期（実績評価） 

実施内容 

事業名 内 容 
Ｒ７ 

目標 実績 

要介護認定の適

正化 

認定調査票のすべてを町職員が調査結果の点検を行い、

調査水準の均一化を図ります。 
100% 100% 

ケアプランの点

検 

住宅改修等の申請受付時や国保連合会介護給付費適正化

システムの活用に基づきケアプランの点検を実施し、ケ

アマネジメントの質の向上を図ります。 

100% 100% 

縦覧点検・医療

情報との突合 

国保連合会介護給付費適正化システムを活用し、介護と

医療情報との突合等により、不適切な給付の確認を行い

ます。 

100% 100% 

実施率：実施数を対象数で除した値（小数点切上） 
 

自己評価結果 

適正化の主要事業が３事業に見直されたが、適切に実施し目標を達成することができ

た。 

課題と対応策 

異動してきた職員及び新たに任用した要介護認定調査員の調査水準の均一化を図るた

め、各種研修を受講するとともに、情報の共有を行う必要がある。また、業務分析データ

を活用し、調査項目について他保険者との比較・検討をすることも重要である。 



 


